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ｆ）半円柱の山（二次元的）での結果6)との比較
半球の山の周辺に現れる風の速さの最大値は山に向かって吹いて来る風の速さの1.5倍で、
あり，半円柱の山のそれは2.0倍である。そして，計算上でのその位置はともに山頂である
(図２，図６，図７，図９，図10,図13,図14)。従って，山頂付近が風力発電機の設置場
所であり，多量のエネルギーがここで得られる。けれども，半球の山頂に設置された１台
の風力発電機から得られるエネルギー量は山からはなれた山裾に広がる平地に設置された
同型の風力発電機３．４（＝1.53）台から得られるエネルギー量より少なく，半円柱の山での
それは８（＝２３）台から得られるエネルギー量を越えない．また，半円柱の山の風力発電
機の設置場所は半球の山のそれと比較して円柱軸方向に広い。
半球の山の周辺の風の様子は山に向かって吹いて来る一様な風の速さによらない（図８)。
また，山の周辺の風の速さは山に向かって吹いて来る一様な風の速さに比例している（図
６）。これらのことは半円柱の山でもいえる。従って，半球の山でも半円柱の山でも，風速
の観測所は山からはなれた山裾に広がる平地に設置されてもよい。
風力発電機はどちらの山でも設置可能である。けれども，境界層の厚さを考えると，山に
向かって吹いて来る一様な風の速さや山の高さに関係なく小型風車をもっている風力発電
機の設置場所は半球の山の山頂付近である(図11,図12)。更に，得られるエネルギーの量
を考えると，山に向かって吹いて来る一様な風の速さや山の高さに関係なく大型風車をも
っている風力発電機の設置場所は半円柱の山の山頂付近である（図13,図14)。
また，山に向かって吹いて来る一様な風の速さが大きいときや山が低いとき，山頂上方の
風速の一様性がゆるんでいる(図13,図14)。従って，このとき装置の疲労に関する問題が
生じる。
４．むすび
いろいろな形の山を考えてその周囲の風速と流線を求め，更に風力発電機の設置場所を
探したい。
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Thesetting-placechosenforthisinvestigationistheareaformedbyahemispherical
mountainandflatgroundConstantwindsblowparalleltｏｔｈｅｆｌａｔｇｒｏｕｎｄＴｈｅｓｔａｔｅ
ｏｆｔｈｅｗｉｎdsaroundthesetting-placeisnumericallyanalyzedmainlyusingthevelocity
potentialtheoryandtheStokes'sstreamfunction､Ａｒｏｕｎｄｔｈｅｔｏｐｏｆｔｈｅｍｏｕｎｔａｉｎｉｓ
ａｐｌacewherestrongwindsrise・Therefore,thesetting-placeofthewindturbineshould
benearthemountaintop・Andthehigherthemountainis,thebroaderthewind-blown
areais・Windsblowmoststronglyatthemountaintop・Thewindvelocityaroundthe
mountaintopisatmostlessthanL5timesthevelocityofthewindsblowingconstantly
tothemountainAgain,thehigherthemountainis,thesmallerthechangesinthewind
velocityabovethemountaintop・Therefore,highermountainsaresuitableforsetting
alarge-sizedwindturbine・And,theobservatorytorecordchangesinwindvelocitycaｎ
ｂｅｌｏｃａｔｅｄｏｎｔｈｅｆｌａｔｇｒｏｕｎｄａｔｔｈｅfootofthemountain．
